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クラウドファンディングに挑戦している間は、日常業務とクラウドファンディングの企画との
両立に悩むこともありましたが、常に「新しい仕事をする楽しみ」を感じながら取り組むことが
できました。また、クラウドファンディングの挑戦を終えた後は「良い仕事ができた」という大
きな喜びと満足感がありました。
一方で、施設と全く関わりのない人に支援者となってもらうことの難しさや、クラウドファン
ディングを通して初めてつながることができた支援者との関係を継続させていくための工夫が必
要だと感じました。

更生保護法人　愛媛県更生保護会　松田辰夫 施設長

クラウドファンディングという新しい試みにワクワクしながら取り組んでみましたが、実際に
おこなってみると、予想だにしない良い変化がありました。
それは、会員に自分たちの活動を「自分事」として捉える意識が芽生えたこと、企画を通じて次
世代を担う前向きな会員を見つけることができたことです。ほかにも、支援のお願いに伺ったこと
で今まで交流が少なかった他更生保護関係団体との関係が改善できたことも嬉しい効果でした。
一方で、大きな組織であることから会員ごとに温度差があったことは終始課題でもありました。
もっと早くから各会員への周知をこまめにおこなっておくべきだったとも感じています。

京都府更生保護女性連盟　齋藤常子 会長

今回、クラウドファンディングをおこなう一番の目的だった団体の普及・啓発という点では非
常によくできたのではないかと思います。クラウドファンディングという珍しさもあり、終了し
た今も活動をメディアに取材してもらえるようになりました。ほかにも、クラウドファンディン
グをおこなっている他団体との交流ができたこともメリットです。
一方で、インターネットに関心が薄い世代のひとたちに対して、クラウドファンディングを理
解してもらうことの難しさを感じました。

和歌山県BBS連盟　高垣晴夫 会長

更生保護法人の寄附募集申請など、慣れない事務手続きに苦慮した部分もありましたが、クラ
ウドファンディングの最大のメリットは「クラウドファンディングで募集をしています」と、周
囲に支援のお願いがしやすかったことだと思います。
しかし、クラウドファンディング事業者に払う手数料を考えれば、周囲の知り合いから資金を
集めるだけではメリットがあまりないかもしれません。インターネットをいかに活用できるかが
カギだと思います。

更生保護法人　沖縄県更生保護協会　武富秀世 事務局長
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サイトオープンまで簡単にできると思っていましたが、入念な準備が必要で、リターンもどん
な人をターゲットにするかなど、思っていた以上に考えることが多くて大変でした。しかし、終
わった後の達成感がとても大きく、今まで関わっていなかった人や関わりが薄かった人たちと深
い関わりができた気がします。
たくさんの人が共感・協力してくれた自分たちの活動を次年度も続けられることは、なにより
うれしいです。
また広報については、直接訪問は「質疑応答もできるし、こちらの熱意も伝わる」という意味
で必須だと実感しました。さらに、直接訪問をした方からは支援をいただくことが多かったほか、
知り合いに広めてくれるなどの大きな効果もありました。

 SGU江別BBS会　髙野紗也香 前会長・高橋美佳 会長

もとは他団体との関わりが少なかったので、メディアでの広報活動が実を結びにくかったり、イ
ンターネットに弱い方への訪問が必要であったりと、働いている身としては負担感もありました。
しかし、がむしゃらに動いた結果、PRの場を設けるなどの応援をしてくださる方が出てきたり、
新たに全国のフラメンコ関係者やBBS会の活動的な方とのつながりを得ることができました。
さらに、クラウドファンディングを通じて、自分たちの活動の意義について整理する機会にも
なりました。

 阿倍野地区BBS会　大野加代子 会長

最初は、入寮者の安全を守るために施設の名前を出して良いのか戸惑いがありました。しかし、
いざ実行してみると、予想外の人から支援をいただけたり、普段あまり言われることの少ない応
援のお言葉をいただけたりしたことは嬉しかったです。小さなプロジェクトでしたが、ゼロがイ
チになることに大きな意味があったと思います。
一方で、一般の人にとって魅力的なプロジェクトにすることの難しさや、チラシの撒き方など
広報については課題が残ると感じました。

 更生保護法人　紫翠苑　真田安浩 施設長

クラウドファンディングを通して、身近に支援をしてくださる方が沢山いることに気付くこと
ができました。
また、BBS活動とは離れた方に対してサイト作成や広報をおこなったことで、BBS活動の社
会的な意義を見つめ直すことができました。
課題としては、プロジェクト期間は思っていたよりも短く、広報に改善の余地があると実感し
ました。活動を多くの方に知ってもらうことをクラウドファンディング開始の目的の１つとして
いたため、事前にSNSやチラシを通してＰＲできればよかったと思います。

 八王子BBS会　松井優佳 会長
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